
令和４年度 学校経営方針 

船橋市立中野木小学校 

校 長 宮 﨑  尚 

 

ふるさと船橋を愛する心豊かでたくましい人づくり 
＜船橋の教育2020－船橋市教育振興基本計画－＞ 

 

１ 学校教育目標 

人間尊重の精神を基調とし、２１世紀を担う 

「自ら学ぶ意欲をもち、心豊かで、たくましい児童の育成」 

 

２ めざす児童像 

（１）進んで学ぶ賢い子 

（２）思いやりのある優しい子 

（３）粘り強くやり抜くたくましい子 

 

３ めざす学校像  

 「同調・共感・信頼」により児童と教職員が共に成長できる学校 

（１）児童が将来への夢や希望をもって成長しようとする意欲のもてる学校  

（２）教職員が一人一人の持ち味を生かして組織的に協働し、児童の成長に寄り添い支え導く学校 

（３）保護者や地域に開かれ、共に歩む学校  

 

４ めざす教職員像  

（１）教育公務員としての自覚と社会性を身に付けている教職員 

（２）専門的な知識・技能に富み、研修意欲にあふれる教職員 

（３）自らの指導や業務を省察し、常に改善と充実に努める教職員  

（４）児童と保護者の心に寄り添い、受容と共感の姿勢で温かな指導を行い、児童が自ら育つため

の支援に努める教職員 

（５）人権感覚を研ぎ澄まし、あらゆる人権を侵す行為を許さず、いじめや体罰などの不祥事がな

い学校づくりを推進する教職員 

 

５ 学校教育目標達成のための具体的な方針 

（１）学習意欲と学力の向上 

①ＩＣＴの利活用により学習活動の充実を図る。 

 ・１人１台タブレットの効果的な活用の推進 



②プログラミング教育の充実を図る。 

 ・ソフトウエアを用いた授業の展開 

 ・プログラミング的思考を意識した学習の展開 

③学ぶ楽しさや学ぶことの意味を実感できる指導への改善を図る。 

 ・生徒指導の機能を生かした「わかる授業」「学ぶ喜びを体感できる授業」の工夫 

 ・新学習指導要領の趣旨に基づき、各教科等の「見方・考え方」を働かせる指導の工夫 

 ・学習意欲を高める形成的な評価の工夫 

・生活や社会との結びつきに気付かせる指導内容の工夫 

・豊かな対話のある協働的な学習の工夫（支え合い、学び合い、高め合う） 

④基礎的・基本的な知識・技能の習得を図る。 

 ・学習規律の標準化と徹底 

 ・「学び方」指導の工夫 

＊聞き方、話し方、話し合いの仕方、ノートの書き方、調べ方、考え方 

 ・全国学力学習状況調査結果の効果的な活用 

 ・個に応じた指導の充実（補充学習、発展学習） 

 ・６年間を見通し、発達段階に応じた家庭学習支援による望ましい学習習慣の形成 

＊宿題の出し方 

  ⑤カリキュラム・マネジメントにより道徳を軸として各教科等の内容を関連付け、より効果

的な指導への改善を図る。  

 ・評価規準と評価方法を明確にした指導の工夫 

 ・学習内容の関連付けによる効果的な指導の工夫 

 ・主権者教育の視点を取り入れた指導方法の工夫（気付かせ、促し、自己決定させる） 

 

（２）思いやりのある優しい心の涵養 

①集団生活における基本的生活習慣を身に付けさせる。 

・心を結ぶあいさつと素直な返事 

・学習規律や生活のきまりの意味理解と習慣化 

②道徳教育と生徒指導の機能を生かした教育活動により、いじめを根絶する。 

・道徳教育において、自分の行動を振り返ったり他者の気持ちに寄り添ったりする活動を充

実させ、互いに認め合い自己を律する能力と態度の育成を図る。 

 ＊いじめについて考える道徳科の授業を全学年で実施し、授業参観で公開する。 

  （暴力を伴わないいじめ･･･仲間はずれ、無視、陰口、冷やかし、からかい、いじり） 

 ＊外部講師を招いて、スマートフォン、ＳＮＳやオンラインゲームとの正しい付き合い方

を考える指導を継続する。（４年生以上） 

＊内容項目「親切、おもいやり」の重点的な指導（年３回以上） 

＊家庭や地域の方々との連携による、道徳の授業実践 



   ・生徒指導においては、適切な児童理解により「居場所づくり」と「絆づくり」に努め、

「規律・学力・自己有用感」を育む。 

＊居場所づくり･･･他を攻撃したり攻撃に同調・加担したりすることのない潤いに満ちた 

学級・学校 

＊絆づくり･･･絆とは、自己有用感がベースとなり互いを認め合う中から生まれるもの。 

＊規律・学力・自己有用感･･･分かる授業（間違っても笑われたり叱られたりしない） 

基本的な生活習慣や行動規範の獲得 

全ての子供が活躍できる場面の設定 

    ＊年間４回いじめアンケートを実施し（６月、９月、１１月、２月）、早期発見、早期解

決に努める。アンケートの内容を生徒指導部会で確実に共有する。 

 ③主権者教育の視点に基づく人間関係づくりを進める。 

   ・自他の権利を互いに尊重し合う関係づくり 

   ・気付かせ、促し、自己決定させる指導による関係づくり 

④心を耕す読書活動や言語活動を大切にして、豊かな感性を育てる。 

 ・図書の時間の確保と充実 （図書室･･･読書センター機能の有効活用） 

・言語環境の充実 

＊正しく丁寧で温かみの伝わる話し言葉、「さんづけ」…名前の呼び方 

＊掲示物、掲示する児童作品における正しい表記と表現 

⑤異学年交流や地域の方々との交流、福祉に関する学習等を通して信頼感や尊敬、慈しみの気

持ちなど豊かな心情を育てる。  

⑥栽培活動や飼育活動、奉仕活動等を通して、自然や動植物を愛護する心を養う。  

⑦スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーとの適切な連携により教育相談の充実

を図る。 

 

（３）健康と体力向上 

①学校保健委員会を実施する。  

②正課体育の充実を図る。 

 ・教材や評価方法等の工夫による楽しい学習の推進 

・運動の特性に応じた指導と運動量の確保 

・体力テスト結果の分析と活用 

  ③体育的行事の充実を図る。 

・正課体育や道徳科との関連付け 

④体育施設・設備の整備と活用を図り、体育的環境を積極的に構成する。 

⑤食に関する指導の一層の充実を図る。 

・食育授業の充実（学級担任と栄養士、ゲストティーチャーが連携して行う授業） 

 



⑥全職員、保護者の共通理解による食物アレルギー対応の徹底を図る。  

 ・改訂「船橋市学校給食アレルギー対応マニュアル」に基づく確実な対応 

 

（４）特別支援教育の推進  

①特別支援教育の指導体制を充実させ、教職員の連携・協力体制を強化する。  

 ・副特別支援教育コーディネーターの校務分掌への位置付け 

・個別の支援計画や指導計画の作成と効果的活用  

・関係専門機関との連携 （巡回相談等） 

②すべての子を大切にする特別支援教育の個別化を推進する。  

 ・誰にとってもわかりやすい教室環境や授業のユニバーサルデザイン化 

  ＊教室環境（特に前面）と学習規律の標準化 

 

 

（５）保護者・地域との連携による安全で信頼される学校づくり  

①来校者や電話での親切で温かい応接に努める。  

②学校教育活動の理解を図る地域への積極的な広報活動を行う。  

③行事等を通してＰＴＡや地域との交流を深める。  

④学校評議員、町会、自治会、社会福祉協議会等、地域の組織との連携を図る。  

⑤近隣の学校との積極的な交流や情報交換を図る。  

⑥地域との連携による防犯体制の一層の充実を図る。（スクールガード） 

⑦防災体制と防災教育の充実を図る。 

⑧危険箇所の把握と適切な対応並びに、想定される事態への適切な対応を準備する。 

 

（６）信頼される教職員  

①教育公務員としての使命感、倫理観、専門性を高めるべく、幅広く教養を身に付け人間性の

陶冶に努める。 

②服務規律を遵守し、勤務時間の内外を問わず、社会人として信頼に足る行動・言動に努め

る。 

③教育のプロとして指導力の向上を目指し、日々研究と修養に努める。そのために「人事評価

制度」を効果的に運用する。  

④学校の実情に応じた研修を組織的に推進し、現代的な諸課題への対応力を高める。 

⑤「報告・連絡・相談」により、支え合い協働して業務にあたる関係をつくる。 

 ・特に生徒指導に関する問題に対しては、教員が一人で抱え込まず必ず組織で対応する。 

⑥働き方改革を継続的に推進し、教職員がやりがいと心身のゆとりをもって業務にあたるこ

とができるようにする。そして、優秀な若者に目指してもらえる職場づくりを目指す。 

 


